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　令和２年度の市の決算概要をお知らせします。
　一般会計に特別会計と企業会計を合わせた、市の歳入
総額は540億4,943万円で、歳出総額は 536億7,492
万円でした。歳入と歳出を差し引くと、3億7,450万円
の黒字となりました。

財務課　 ２６－２１１１（内線３３６）

一般会計　歳入

地方交付税27.1地方交付税 27.1㌫㌫
（96億円）（96億円）
地方交付税 27.1㌫
（96億円）

市税 20.4市税 20.4㌫㌫
（72億2千万円）（72億2千万円）
市税 20.4㌫
（72億2千万円）

国庫支出金 25.3国庫支出金 25.3㌫㌫
（89億7千万円）（89億7千万円）
国庫支出金 25.3㌫
（89億7千万円）

県支出金 6.1県支出金 6.1㌫㌫
（21億8千万円）（21億8千万円）
県支出金 6.1㌫
（21億8千万円）

市債 6.2市債 6.2㌫㌫
（22億円）（22億円）
市債 6.2㌫
（22億円）

一般会計 歳入

３５４億円

　市の貯金にあたる「基金」は一般会計に２１種類
あり、残高は190億5,200万円。市民１人当たりに
換算すると、約39万円です。
　積立額が最も大きかったのは公共施設整備基金で
約２億５千万円でした。この基金は、施設や道路な
どの大規模な更新、修繕などを行う際の財源として
活用します。

　市の借金にあたる「市債」は、家計でいう「ロー
ン」のように、施設や道路の整備などで多額の費用
が必要な場合に、長期に分割払いするものです。
　市債は、一般会計、特別会計、企業会計を合わせ
て416億43万円。前年度と比べて 28億1,064万円
の減額となりました。市民１人当たりに換算すると
約85万円です。　

※令和３年３月末人口で換算 ※令和３年３月末人口で換算

市の貯金は、約 39万円／人 市の借金は、約 85万円／人
基金 市債

一般会計　歳出

民生費22.5民生費 22.5㌫㌫
（75億9千万円）（75億9千万円）
民生費 22.5㌫
（75億9千万円）

公債費 12.3公債費 12.3㌫㌫
（41億5千万円）（41億5千万円）
公債費 12.3㌫
（41億5千万円）

教育費 9.4教育費 9.4㌫㌫
（31億6千万円）（31億6千万円）
教育費 9.4㌫
（31億6千万円）

衛生費 8.5衛生費 8.5㌫㌫
（28億6千万円）（28億6千万円）
衛生費 8.5㌫
（28億6千万円）

土木費 7.3土木費 7.3㌫㌫
（24億5千万円）（24億5千万円）
土木費 7.3㌫
（24億5千万円）

一般会計 歳出

３３７億円

総務費 26.0総務費 26.0㌫㌫
（87億8千万円）（87億8千万円）
総務費 26.0㌫
（87億8千万円）
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　一般会計の歳入は、下図の通りです。歳入額は、前年
度と比べて約６３億円増の約３５４億円でした。　

　歳入を異なる視点（性質別）で見ると、市が調達
する自主財源が 30．2㌫、国や県からの補助金、交
付金などによる依存財源が６９．８㌫となっています。

　前年度と比べると、依存財源は、８．４ポイント増
えています。これは、１人１０万円の給付を行った
特別定額給付金事業や、新型コロナウイルス感染症
対策のための臨時交付金などで、国庫支出金が増え
たためです。

　市民税、固定資産税などの市税が全体の約20㌫、国
から交付される地方交付税が 27㌫、国や県からの国庫
支出金・県支出金が約 25㌫となっています。市の借金
である市債は、約6㌫です。

歳入 歳出

51億9,782万円国民健康保険事業 51億5,156万円 9,627万円

遠山財産区 30万円 23万円 7万円

上財産区 90万円 63万円 27万円

後期高齢者医療 7億5,764万円 7億4,287万円 1,477万円

差引額

介護保険事業 58億5,260万円 9,190万円59億4,451万円

特別会計
　特定の目的や収入があ
る事業を、一般会計と区
別して特別会計といいま
す。特別会計には、右の
５事業があります。

企業会計
水道事業 17億1,176万円 ２億7,986万円

収入
16億3,665万円 9億7,941万円

13億7,322万円 5億6,287万円病院事業
国民健康保険
診療所事業 4億8,467万円 4,151万円

17億6,868万円 5億8,800万円

4億8,100万円 2,777万円

下水道事業 19億9,689万円 2億8,448万円19億4,376万円 8億3,408万円

収入
資本的収支収益的収支

支出 支出

　事業ごとに収益を上げ
て運営していくものを企
業会計といいます。民間
企業のように会計処理し
ています。

その他 14.9その他 14.9㌫㌫
（52億6千万円）（52億6千万円）
その他 14.9㌫
（52億6千万円）

※端数処理のため合計が合わない場合があります
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令和
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補助費等
総額
277億円

337億円
総額

　一般会計の歳出は、下図の通りです。歳出額は、前年
度と比べて約６０億円増の約３３７億円でした。　

　歳出を異なる視点（性質別）で見ると、人件費な
どの支出が義務付けられている義務的経費が37㌫、
施設や道路などの社会資本を整備する投資的経費が
10.6㌫、市からの補助金などの補助費等が28.4㌫
となっています。

　特別定額給付金事業や職員管理などの総務費が全体の
26㌫、福祉事業やこども園の運営、子育てのための手
当などの民生費が約 22㌫、市の借金返済のための公債
費が約12㌫です。

　前年度と比べると補助費等が大幅に増えています
が、主に、１人１０万円の給付を行った特別定額給
付金事業によるものです。

その他 14.0その他 14.0㌫㌫
（47億1千万円）（47億1千万円）
その他 14.0㌫
（47億1千万円）

決算概要
令和２年度　市の
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義務的経費
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総額
291億円

354億円
総額
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普通建設事業費、災害
復旧事業費
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令和２年度の歳出額は

性質別の歳出内訳

特別定額給付金により補助費が増加

28.4㌫

37㌫

令和２年度の歳入額は

性質別
決算額

69.8㌫依存財源

自主財源
30.2㌫

性質別の歳入内訳

特別定額給付金などにより依存財源が増加
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